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介護 保 険 制 度
65歳以上の方の
介護保険料を一部軽減

介護サービス費用の一部を改定

介護保険に関する問い合わせは
介護保険係 　3880- 5887

介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
を
す
る
家
族
だ
け
で
は
な
く
社
会

全
体
で
支
え
合
う
た
め
に
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
4
月
か
ら
6
5

歳
以
上
の
方
の
保
険
料
の
一
部
が
軽
減
さ
れ
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
用
の
一
部
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料

□
保
険
料
基
準
額
を
据
え
置
き
ま
し

た

【
6
5歳
以
上
対
象
・
足
立
区
独
自
】

介
護
保
険
料
は
3
年
ご
と
に
各
区

市
町
村
で
見
直
さ
れ
ま
す
。
1
5年
度

は
見
直
し
の
時
期
に
当
た
り
ま
し
た

が
、
区
で
は
保
険
料
計
算
の
基
準
と

な
る
額
(
第
3
段
階
)
を
据
え
置
き
、

高
齢
者
の
負
担
を
増
や
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
た
(
表
I
)
。
※
6
5歳
未

満
の
方
の
保
険
料
は
、加
入
し
て
い
る

保
険
制
度
に
よ
り
異
な
り
ま
す

□
第
4
・
第
5
段
階
を
区
分
す
る
所

得
金
額
が
変
わ
り
ま
し
た

【
6
5歳
以

上
対
象
・
全
国
一
斉
】

今
年
度
か
ら
、
第
4
段
階
と
第
5

段
階
を
区
分
す
る
所
得
金
額
が
、
2
0
0

万
円
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
(
従
来

は
2
5
0万円
)
。本
人
の
合
計
所
得
が
2
0
0

万
円
以
上
2
5
0万円
未
満
の
方
は
、
第
4

段
階
か
ら
5
段
階
に
変
更
に
な
り

ま
し
た
。

□
保
険
料
軽
減
制
度
が
で
き
ま
し
た

【
6
5歳
以
上
対
象
・
足
立
区
独
自
】

5
段
階
に
分
か
れ
て
い
る
保
険
料

の
区
分
を
、低
所
得
者
に
配
慮
し
て
、

第
1
段
階
を
A
・
B
、第
2

段
階
を
A

・
B
・
C
と
分
け
ま
し
た
。
区
分
を
8

つ
に
細
分
化
し
、
保
険
料
を
軽
減

し
ま
す
。
新
た
に
保
険
料
が
軽
減
さ

れ
る
方
は
、
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
対
象
と
な
る
基
準
・
保
険
料
等

=
表
I
(
網
か
け
部
分
)

申
請
に
必

要
な
も
の
=
①
世
帯
全
員
の
収
入
が

わ
か
る
も
の

②
世
帯
全
員
の
預
貯

金
通
帳

③
医
療
の
保
険
証

④
印

鑑

⑤
介
護
保
険
料
の
通
知
書
(
4

月
中
旬
に
郵
送
し
た
も
の
)

申
請

期
限
=
8
月
2
9日
(
9

月
以
降
は
申

請
月
か
ら
該
当
)

※
く
わ
し
く
は
、
4

月
中
旬
に
郵
送
の
保
険
料
通
知
に

同
封
し
た
『介
護
保
険
の
お
し
ら
せ
』

を
ご
覧
く
だ
さ
い

I

い
ず
れ
も
I

申
・
問
先
=
介
護
保
険
課
資
格
賦
課

係
　
(
3
8
8
0
)
5
7
4
″
3

介
護
報
酬
(
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

用
)
の
一
部
を
改
定
【
全
国
一
斉
】

介
護
報
酬
と
は
、
事
業
者
や
介
護

保
険
施
設
が
提
供
し
た
介
護
サ
ー
ビ

ス
に
対
し
て
、
利
用
者
が
支
払
う
も

の
で
す
。
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
I
割
が

利
用
者
負
担
額
に
な
り
ま
す
。
主

な
内
容
=
表
2

問
先
=
介
護
保
険

課
保
険
給
付
係(

3
8
8
0
)
5
7
4
`
j

表1　15 年度の階層別介護保険料( 65 歳以上)

「※ 印」の収入基準は、単身者の場合です。世帯員が1 人増えるごとに50万円が加算されます
※ 階層が「2- B」「2- C」の対象者は、ほかに次の①～③を満たしている方です…①世帯の預貯金額が基準　
収入額の2 分の1 以下である ②住民税課税者に扶養されていない ③介護保険料を滞納していない

表2　 介護サービス費用一覧( 主な内容)

※ 「在宅サービス」「施設サービス」ともに、施設の形態などにより利用者負担額が異なります
※ この表で紹介したものは一例で、要介護度によって負担額は異なります。くわしくはお問い合わせください
※ 「施設サービス」には、上記金額のほかに食費など介護保険外の費用がかかります

今号の主な内容
2
・
3
面
マ
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
健
康
カ

レ
ン
ダ
ー
/
「
あ
し
す
と
」

各
種
相
談
案
内

4
・
5
面
マ
区
立
小
・
中
学
校
の
学
校
公

開
/
N
P
O

活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
オ
ー
プ
ン

6
・
7
面
マ
暮
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ

イ
ド
/
シ
ア
タ
ー
ー
0
1
0
　
　
　

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

8
面
マ
マ
マ
歯
の
衛
生
週
間
/
ス
ケ
ッ
チ

あ
だ
ち

情 報 キ ャ ッ チ

好きです。あだち
5月26日～6 月1 日
午前9 時30分/ 午後O時30分

/ 午後9 時30分

ケーブルTV 足立( 9CH)

要
介
護
認
定
の

方
法

が

改
良
さ
れ
ま
し
た
全
国
一
斉

要
介
護
認
定
は
、介
護
サ
ー
ビ
ス
が
ど
の

く
ら
い
必
要
か
、す
な
わ
ち
介
護
の
程
度
を

判
断
す
る
も
の
で
す
。よ
り
一
層
円
滑
な
要

介
護
認
定
を
行
う
た
め
、認
定
調
査
項
目
が
8
5

項
目
か
ら
7
9項
目
に
整
理
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、「
介
護
に
か
か
る
時
間
」
の

推
計
が
正
確
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、ま

た
、運
動
機
能
は
低
下
し
て
い
な
い
が
痴
ほ

う
症
状
の
あ
る
高
齢
者
の
一
次
判
定
を
よ

り
正
確
に
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。

希
望
と
活
力
の
あ
る

区
政
運
営
を
め
ざ
し
て

こ
の
た
び
の
区
長
選
挙
に
お
き
ま

し
て
、
多
く
の
区
民
の
皆
様
の
ご
支

援
を
い
た
だ
き
、
再
び
区
長
と
し
て

区
政
執
行
の
任
に
あ
た
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
駅
頭
や
商
店
街
な
ど
各

地
域
を
回
り
、
皆
様
の
区
政
に
対
す

る
熱
い
思
い
を
直
接
肌
で
感
じ
、
改

め
て
そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
ま

し
た
。選
挙
期
間
中
に
寄
せ
ら
れ
た
、

た
く
さ
ん
の
意
見
や
要
望
を
し
っ
か

り
と
受
け
止
め
、
期
待
に
こ
た
え
て

い
け
る
よ
ケ
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

2
1世
紀
は
地
方
の
時
代
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
集
権
か
ら

分
権
へ
と
時
代
が
変
わ
り
、
各
自
治

体
と
も
顔
が
見
え
る
独
自
の
政
策
を

打
ち
出
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

ま
さ
に
自
治
体
間
競
争
の
時
代
で

す
。
こ
う
し
た
競
争
に
勝
ち
抜
く
た

め
に
は
、生
活
者
の
視
点
に
立
っ
て
、

皆
様
と
共
に
、
手
を
携
え
な
が
ら
、

区
政
を
運
営
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
今
ま
で
に
も
ま

し
て
、
区
民
参
画
と
区
政
の
透
明
性

を
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。私

は
2
期
目
と
な
る
今
後
4
年
間

を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
う
し

た
こ
と
を
基
本
に
し
て
、「
安
全
、安

心
、
安
ら
ぎ
」
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
、
希
望
と
活
力
の
あ
る
区
政

運
営
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

経
済
の
不
透
明
な
ど
、
依
然
厳
し

い
環
境
に
置
か
れ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
財
政
改
革
を

は
じ
め
、
民
間
活
力
の
導
入
な
ど
組

織
の
ス
リ
ム
化
を
図
り
、
足
立
区
が

抱
え
て
い
る
福
祉
や
教
育
、
産
業
と

雇
用
、
平
和
と
安
全
な
ど
の
様
々
な

課
題
に
全
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま

す
。こ

れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
な
区
政

へ
の
参
加
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

足
立区長
　鈴
木
恒
年

5
月
1
8

日

に

行

わ

れ

た

区

長

選

挙

に

お

い

て

、
鈴

木

恒

年

区

長

が

再

選

さ

れ

ま

し

た

。

ま

た

、
新

し

い
区

議

会

議

員

五

十

名

が
決

ま

り

ま

し

た

。

結

果

に

つ

い

て

は
6

月
1
0

日

号

で

お

知

ら

せ

し

ま

す

。

開

票

結

果

は

区

ホ

ー

ム

ペ
ー

ジ

で

も

ご

覧

い

た

だ

け

ま

す

。

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k

y
o
.
j
p
/

世帯と人口 ( 15年5 月1 日現在 外国人含む) 世帯数: 289, 658 人口: 642, 808 人( 男: 324, 444 人, 女: 318, 364 人)
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保

健

福

祉

ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは

5 月27日
から受け付け

2・3面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880- 5111( 代)

凡
例

◆ 申込・・・ 申し込み方法
◆ 期限・・・申し込み期限
◆ 場・申・問先・・・場所・

申し込み先・問い合わせ先
◆ 費用の記 載のないもの は無料

同
じ
症
状
を
持
つ
方
と

情
報
交
換
し
ま
せ
ん
か

病
気
や
障
害
を
も
っ
た
方
お
よ
び

家
族
が
、
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
交
流

し
て
い
ま
す
。
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

グ
ル
ー
プ
内
容
=
こ
う
原
病
/
痴
ほ

う
性
高
齢
者
の
家
族
/
精
神
障
害
者

の
家
族
/
高
脂
血
症
/
慢
性
肝
炎

※
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=

江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健

係

　
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

飲
食
店
・
仕
出
し
弁
当
等
業
者
の
方

「
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
講
習
会
」

日
時
=
6
月
2
4日
㈹
、
午
後
2
時
～
4

時

場
所
=
青
少
年
セ
ン
タ
ー

内
容
=
プ
ロ
に
役
立
つ
ヘ
ル
シ
ー
メ

ニ
ュ
ー
の
ヒ
ン
ト

対
象
=
調
理
関

係
者

講
師
=
中
村
絵
里
氏
(
料
理

研
究
家
)

定
員
=
4
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
竹

の
塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
保
健
栄
養

(
3
8
5
5
)
4
1
6

戸
0

あ
だ
ち
1
万
人
の

介
護
者
家
族
会
総
会

介
護
者
家
族
会
で
は
、
だ
れ
も
が

よ
り
良
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
介
護
者
の
い
る
家
族

の
悩
み
相
談
や
介
護
保
険
制
度
の
勉

強
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
家
族

会
に
関
心
の
あ
る
方
や
介
護
に
関
す

る
悩
み
を
お
持
ち
の
方
は
、
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。
日
時
=
6
月
5
日

困
、
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

内
容
=

活
動
報
告
/
専
門
家
に
よ
る
講
演

「
福
祉
用
具
を
使
っ
て
楽
々
介
護
」

な
ど

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

申
・
問
先
=
高
齢
サ
ー
ビ
ス
課
高
齢

計
画

　
(
3
8
8
0
)
5
8
8
5

住
区
健
康

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

健
康
づ
く
り
を
学
び
、
自
分
の
生

活
環
境
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

健
康
に
つ
い
て
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
や

パ
ネ
ル
展
示
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
問
先
等
=
表
2

申
込
=
当

日
直
接
会
場
へ

表1　 保健総合センター一覧

在宅介護支援センター　6 月等の家族介護者教室のご案内

児
童
手
当
・
児
童
育
成
手
当

の
現
況
届
を
送
付
し
ま
す

児
童
手
当
・
児
童
育
成
手
当
を
受

給
中
の
方
に
、
現
況
届
を
6
月
上
旬

に
送
付
し
ま
す
。
現
況
届
は
、
1
5年
6

月
分
以
降
の
手
当
の
受
給
資
格
を

確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
期
限

ま
で
に
提
出
(
返
送
)
し
な
い
場
合
、
6

月
分
(
1
0月
支
給
)
か
ら
の
手
当

の
支
給
が
一
時
停
止
さ
れ
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
児
童

手
当
の
現
況
届
に
つ
い
て
、
厚
生
年

金
な
ど
の
被
用
者
年
金
に
加
入
し
て

い
る
方
は
、
勤
務
先
で
加
入
年
金
に

つ
い
て
の
証
明
を
受
け
て
か
ら
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。国
民
年
金
加
入
者
、

年
金
未
加
入
者
の
方
は
証
明
が
不
要

で
す
。
期
限
=
6

月
3
0
囗

問
先
=

▽
児
童
手
当
・
:児
童
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
4

▽
児
童
育
成
手
当
…
家
庭
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
`
j

表2　6 月の住区健康フェスティバル日程

転
倒
予
防
講
演
会

日
時
=
6
月
2
日
側
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ

ー
ル

内
容
=
区
独
自
の
「
転
倒
予

防
体
操
・
初
級
編
」
の
紹
介
と
実
演

を
行
い
ま
す

講
師
=
池
田
誠
氏

(都
立
保
健
科
学
大
学
教
授
)

申

込
=
電
話

申
・
問
先
=
各
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー
(
表
I
)

体
の
た
め
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
講
座
(
3
日
制
)

糖
尿
病
予
防
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

日
時
等
=
表
3

定
員
=
4
0人
(
先

着
順
)

申
込
=
電
話

※
血
液
検

査
デ
ー
タ
を
お
持
ち
の
方
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い

場
・
申
・
問
先
=
江

北
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

表3　 ダイェット講座日程( 3 日制)

※ いずれも月曜日。時間は、午後1時　
30分～3時30分

健康カレンダー 6 月の予定食
と
健
康
教
室
「
骨
元
気
!
カ
ル

シ
ウ
ム
増
量
作
戦

」
(
2日
制
)

日
時
=
6
月
1
9
一
日
困
・
1
8
日
㈲
、
午

後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
対
象
=

カ
ル
シ
ウ
ム
補
給
で
骨
粗
し
ょ
う
症

を
予
防
し
た
い
方

内
容
=
カ
ル
シ

ウ
ム
は
ど
ん
な
食
品
に
含
ま
れ
て
い

る
の
?
/
上
手
に
カ
ル
シ
ウ
ム
を
と

る
に
は
/
気
軽
に
で
き
る
ス
ト
レ
ッ

チ
体
操
な
ど

定
員
=
3
0人
(
先
着

順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=

中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
保

健
栄
養

(
3
8
8
0
)
5
3
5
″
D
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食
と
健
康
教
室
「
高
齢
期
の

キ
レ
イ
!
を
応
援
」
(
2
日
制
)

日
時
=
6
月
1
0
日
収
・
2
4
日
収
、
午

後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
内
容
=

▽
1
日
目
…
若
さ
と
健
康
を
保
つ
食

生
活
と
は
(
長
寿
食
を
探
る
)

▽
2

日
目
…
実
年
齢
よ
り
若
く
見
せ
る
姿

勢
と
足
腰
を
丈
夫
に
す
る
運
動

定

員
=
2
5人
(
先
着
順
)

場
・
申
・
問
=

千
住
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

消
化
器
が
ん
検
診

胃
と
大
腸
の
が
ん
検
診
を
行
っ
て

い
ま
す
。
胃
の
検
診
で
は
、
ペ
プ
シ

ノ
ゲ
ン
法
と
X
線
撮
影
法
の
い
ず
れ

か
を
選
べ
ま
す
。
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法

は
少
量
の
採
血
で
済
み
ま
す
の
で
、

気
軽
に
受
診
で
き
ま
す
。
日
程
等
=

表
4

対
象
=
3
5
歳
以
上
の
区
民

※
胃
を
切
除
し
た
方
、
胃
の
病
気
で

治
療
中
の
方
、
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
で

要
精
密
検
査
と
な
っ
た
方
は
除
く
。

じ
ん
不
全
の
方
は
X
線
撮
影
法
の
み

可
。
い
ず
れ
の
場
合
も
大
腸
が
ん
検

診
の
み
の
受
診
も
可
。
内
容
=
①

ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
胃
が
ん
検
診
と
検

便
に
よ
る
大
腸
が
ん
検
診

②
X
線

撮
影
法
胃
が
ん
検
診
(
中
央
本
町
保

健
総
合
セ
ン
タ
ー
の
み
で
受
診
可
)

と
検
便
に
よ
る
大
腸
が
ん
検
診

定

員
=
5
0～
8
0人

申
込
=
(

ガ
キ
に

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ

ナ
)
、
生
年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、
電

話
番
号
、
表
4
よ
り
胃
が
ん
検
診
名

(①
血
液
検
査
②
X
線
撮
影
の
い
ず

れ
か
一
方
を
選
択
)
、検
診
日
、受
診

場
所
を
第
3
希
望
ま
で
明
記

期
限
=

受
診
希
望
月
の
前
月
1
5日
必
着
。

受
診
票
の
送
付
は
前
月
末
日
(
7

月

を
希
望
す
る
場
合
、
6
月
1
5日
必
着
、

受
診
票
の
送
付
は
6
月
末
日
)

※

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
希
望
日

の
翌
々
月
に
な
っ
た
り
、
受
診
場
所

が
ほ
か
の
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す

申
・
問
先
=

中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
診
療

放
射
線
係

〒
1
2
0・0
0
1
1

中
央

本
町
1
-
5
-
3(

3
8
8
0
)
5
3
5
7

表4　 消化器がん検診日程
① 血液検査+ 検便( ペプシノゲン法)

②X 線撮影+ 検便( X 線撮影法)

※ 印の日程は午後、それ以外は午前に実施

生
活
習
慣
病
予
防
健
診

生
活
習
慣
病
(
高
血
圧
・
高
脂
血

症
・
糖
尿
病
)
の
予
防
を
目
的
と
し

た
健
康
診
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
=
申
込
日
現
在
で
4
0歳
以
上
の

区
民
(
職
場
な
ど
で
健
康
診
査
を
受

け
る
機
会
が
あ
る
人
を
除
く
・
1
年

に
I
回
の
み
)
内
容
=
診
察
、
血

液
、
尿
、
心
電
図
な
ど
に
よ
る
生
活

習
慣
病
や
心
臓
・
肝
機
能
・
じ
ん
機

能
な
ど
の
検
査

場
所
=
区
内
の
指

定
医
療
機
関

申
込
=
(

ガ
キ
に
郵

便
番
号
、住
所
、氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、

生
年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
、「
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
希
望
」

を
明
記

。
申
し
込
み
受
付
後
、
約
2

週
間
後
に
受
診
票
と
案
内
を
送
付

※
4
0・
5
0・
5
5・
6
0・
6
5・
7
0歳
の

方
に
は
誕
生
日
ご
ろ
ま
で
に
節
目
健

診
ま
た
は
生
活
習
慣
病
予
防
健
診

(消
化
器
健
診
を
含
む
)
を
個
別
に

案
内
し
て
い
ま
す
。今
回
は
昭
和
8
・
1
3

・
2
3・
3
3年
の
6
月
か
ら
8
月
生

ま
れ
の
方
に
は
、
5
月
2
6日
に
生
活

習
慣
病
予
防
(
消
化
器
)
健
診
の
案

内
を
発
送
し
ま
す
。
生
活
習
慣
病
予

防
(
消
化
器
)
健
診
で
は
、
右
記
の

検
査
に
加
え
、
肝
炎
の
ウ
イ
ル
ス
検

査
と
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
に
よ
る
胃
健

診
を
行
い
ま
す

申
・
問
先
=
足
立

保
健
所
成
人
保
健
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
1
1

(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

国
民
生
活
基
礎
調
査
に

ご
協
力
を

5
月
中
旬
か
ら
「
国
民
生
活
基
礎

調
査
」を
行
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、

す
べ
て
の
方
が
明
る
く
豊
か
に
暮
ら

す
た
め
に
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
・

年
金
な
ど
、
皆
さ
ん
の
生
活
や
健
康

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
調
査
地
域
=

梅
田
七
丁
目
/
西
新
井
本
町
二
丁
目
/

鹿
浜
二
丁
目
/
中
川
三
丁
目
/
綾

瀬
四
丁
目
の
各
一
部

※
対
象
世
帯

に
は
5
月
中
旬
に
調
査
員
が
調
査
票

を
配
り
ま
す
。
6
月
5
日
以
降
に
再

度
訪
問
し
、調
査
票
を
回
収
し
ま
す
。

問
先
=
衛
生
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
1

歯
周
病
健
診

受
け
た
こ
と
の
あ
る
方
で
も
、
初

め
て
の
方
で
も
申
し
込
み
で
き
ま
す

(た
だ
し
、
1
年
度
に
I
回
の
み
)
。

□
2
0歳
～
3
9歳
の
区
民

日
時
=
7
月
1
日
収
、
午
後
1
時
1
5

分
～
2
時
3
0
分
受
付
内
容
=
歯
周

病
な
ど
の
歯
科
健
診
相
談
/
歯
み
が

き
・
糸
よ
う
じ
な
ど
の
補
助
器
具
の

実
習

定
員
=
3
5
人
(
先
着
順
)

申

込
=
電
話
ま
た
は
窓
口

場
・
申
・

問
先
=
千
住
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

□
4
0歳
～
6
0歳
の
区
民

期
間
=
通
年

場
所
=
区
内
の
指
定

歯
科
医
療
機
関

内
容
=
歯
周
病
な

ど
の
歯
科
健
診

定
員
=

千
4
0
0人

(先
着
順
)

申
込
=
(

ガ
キ
に
郵

便
番
号
、住
所
、氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、

生
年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
、
「
歯
周
病
健
診
希
望
」
を
明
記

奈
後
日
、
受
診
票
と
案
内
を
送
付

申
・
問
先
=
足
立
保
健
所
成
人
保
健

係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
-
1

(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

高
齢
者
の
方
に

無
料
マ
ッ
サ
ー
ジ

日
時
等
=

▽
6
月
3
日
収
・
1
7日
囚

…
千
住
北
部
地
域
集
会
所
(
千
住
寿

町
3
7
-
6
)

▽
6
月
1
3日
㈲
・
2
7日

㈲
・
:竹
の
塚
障
害
福
祉
館
(
竹
の
塚

2
-
2
5
-
1
7
)
受
付
=
午
前
9
時
～

午
後
3
時
1
0
分
対
象
=
区
内
在

住
で
7
3
歳
以
上
の
方
定
員
=
各
日

4
8
人
(
先
着
順
)
申
込
=
当
日
直
接

会
場
へ
問
先
=
障
害
福
祉
計
画
係
　
　
　

(
3
8
8
0
)
5
2
5
″
D

「
ト
イ
ド
ク
タ
ー
」

風
の
子
お
も
ち
ゃ
病
院

「
修
理
す
れ
ば
使

え
る
け
れ
ど
、
自
分

で
は
直
せ
な
い
≒
お

も
ち
や
箱
で
眠
っ
た

ま
ま
」
と
い
ケ
方
は
、
ト
イ
ド
ク

タ
ー
に
お
任
せ
く
だ
さ
い
。
壊
れ

た
お
も
ち
ゃ
を
修
理
し
ま
す
。

日
時
=
毎
月
第
4
月
曜
日
、
午
後

1
時
～
3
時
※
祝
日
の
場
合
は

第
3
月
曜
日
に
実
施

費
用
=
実

費
負
担

場
・
問
先
=
こ
ど
も
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー

(
3
6
0
6
)
1
3
3
`
j

障害福祉センター「あしすと」の各種相談のご案内

6 月 の 献 血

6 月の休日接骨院当番所
骨折や脱きゅう、ねんざ・打撲などの応急
施術を当番制で行っています。《健康推進課》

※ いずれも時間は、午前9時～午後5時

男
女
共
同
参
画
の
セ
ミ
ナ
ー

「
男
性
は
仕
事
・
女
性
は
家
庭
」
な

ど
と
性
別
で
役
割
を
分
担
す
る
考
え

方
が
、
ま
だ
根
強
く
残
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
考

え
方
が
、
男
性
を
苦
し
め
、
女
性
か

ら
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
奪
っ
て
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
男
性
だ
か
ら
≒
女
性
だ
か
ら
」に

と
ら
わ
れ
ず
、
お
互
い
に
尊
重
し
責

任
を
分
か
ち
合
い
、
個
性
と
能
力
を

発
揮
で
き
る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」

の
実
現
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

□
女
性
セ
ミ
ナ
ー
「
生
と
性

～
心

と
身
体
を
語
る
～
」
(
4
日
間
)

日
時
等
=

表
5

対
象
=

区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
女
性

定
員
=
4
0

人
(
先
着
順
)

※
保
育
あ
り
(
6

力
月
以
上
就
学
前
、定
員
1
5人
)

申

込
=
電
話

□
区
政
参
画
塾
入
門
編
「
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
あ
だ
ち
を
み
ん
な
で
創
ろ

う
!

」
(
5
日
間
)

日
時
等
=

表
6

対
象
=

区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
男
女

定
員
=
4
0

人
(
抽
選
)

※
保
育
あ
り
(
6
ヵ

月
以
上
就
学
前
、
定
員
1
5人
・
希
望

者
は
子
ど
も
の
氏
名
、
性
別
、
生
年

月
日
も
明
記
)

申
込
=
往
復
(

ガ

キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
(
あ
れ
ば
フ
ァ
ク
ス
番
号
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
)
を
明
記

期
限
=
6

月
2
3日
(
必
着
)

-

い
ず
れ
も
I

場
・
申
・
問
先
=
男
女
参
画
プ
ラ
ザ

〒
1
2
3
・
0
8
5
1
梅
田
7
-
3
3
-
1
　
　
　

(
3
8
8
0
)
5
2
2
-

表5　 女性セミナー日程

※ いずれも時間は、午前10時～正午

表8　 区政参画塾入門編

※ いずれも時間は、午後7時～9時
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区立小・中学校の学校公開
小学校… 6月16日(月)～20日㈲　
午前9時30分～11時30分/　
午後1時30分～3時30分

中学校… 6月9日㈲～13日圉　
午前9時30分～11時30分/　
午後1時30分～5時

学校の事情により、公開期間中であっても公開できない日などがあ
ります。また、学校説明会の日程は各学校で異なりますので、くわし
くは表をご覧ください。 ※ 10月の第2回学校公開は、あだち広報9月25
日号でお知らせする予定です 問先= 就学係 　3880- 5969

小学校
※ ( 注1) 16～20日の心障学級は非公開
(注2) 18～20日の心障学級は非公開

必次のとおり公開期間の他に公開日を設定しています　　
*A) 24～28日
*B) 9～13日
*C) 22 日( 授業参観)
*D) 23 日
*E) 14 日( 授業参観)
*F) 21 日( 授業参観)
*G) 11～13日
*H) 22～26日

中学校
※ ( 注①) 9～11日は1・2年生非公開。午後3時までの公開　　
( 注②) 11 日 は午後2 時 までの公開

※ 次のとおり公開期間の他に公開日を設定しています
*ア) 21 日( 運動会)
*イ) 5 ・6 日
*ウ) 14 日
*1) 7日・10～13日
* オ) 7 日( 運動会)
*カ) 16～18日
* キ) 7 日( 授 業参観)
* ク) 7 日( 午 後3 時 まで)

小・中学校を12の地域に分けて表記しました。学区域と
は、違いますので、注意してください。

NPO活動支援センター
6月 3 日(火) オ ー プ ン

現
在
、
N
P
O

活
動
団
体
は
新
た

な
社
会
サ
ー
ビ
ス
、
と
り
わ
け
公
益

的
な
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
と
し
て
、

注
目
を
浴
び
る
存
在
と
な
っ
て
い
ま

す
。N

P
O
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

特
定
非
営
利
活
動
法
人
(
N
P
O

法

人
)
や
、
社
会
貢
献
活
動
を
行
っ
て

い
る
N
P
O

活
動
団
体
な
ど
の
活
動

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、区
(
行
政
)

と
こ
れ
ら
団
体
と
の
協
働
(

パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
)
の
推
進
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

開
設
記
念
公
開
討
論
会

日
時
=
7

月
‥‥‥一口
㈲

、
午
後
6

時
3
0

分
～
8

時
3
0
分

場
所
=

区
役

所
庁
舎
ホ
ー
ル

※
く
わ
し
く
は

あ
だ
ち
広
報
6
月
2
5
日
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す

□
交
流
促
進
支
援
機
能
【
キ
ー
ワ
ー

ド
①

つ
な
ぐ
一

社
会
貢
献
活
動
を
既
に
行
っ
て
い
る

団
体
の
方
々
や
、
こ
れ
か
ら
社
会
貢
献

活
動
を
始
め
た
い
区
民
の
方
々
に
交
流

の
場
を
提
供
し
、
区
民
活
動
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
を
促
進
し
ま
す
。

□
活
動
支
援
機
能
「
キ
ー
ワ
ー
ド
②

は
ぐ
く
む
」

打
ち
合
わ
せ
や
チ
ラ
シ
の
作
成
、
事

務
用
品
の
保
管
な
ど
団
体
の
事
務
的

な
活
動
の
場
を
提
供
し
ま
す

。
ロ
ッ
カ

ー
や
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
、
印
刷
関
連
機

器
、
会
議
室
な
ど
を
用
意
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
相
談
室
で
は
、
N
P
O

法

人
の
設
立
や
運
営
に
関
す
る
相
談
な

ど
に
お
こ
た
え
し
ま
す
。

□
情
報
発
信
・
情
報
収
集
機
能
【
キ

ー
ワ
ー
ド
③

わ
か
ち
あ
う
】

N
P
O
活
動
に
関
す
る
情
報
収
集

や
情
報
発
信
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

情
報
・
掲
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
図

書
の
閲
覧
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
検
索
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
活
動

を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
場
と
し
て
利
用

で
き
ま
す
。

N
P
O
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
、
講

演
会
な
ど
を
開
催
し
、
団
体
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま

す
。ま

た
区
内
の
N
P
O
活
動
団
体
の

デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
を
作
成
し
、
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開

し
て
い
く
予
定
で
す
。

足立区NPO活動支援センター

住 所: 梅 田7- 13- 1
休 館 日: 日 曜 ・ 月曜・祝日・年末 年

始 ・防 災点検日など
開館時間: 午前9時～午後8時
電 話: 3840- 2331( 代)
ファクス: 3840- 2333
ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/ npo/
( 本格稼働6 月3 日)

【情 報& 掲示コーナー】

ここは、NPO 活動に関す
る様々な情報が入手できる
コーナーです。「こんなこ
とがしたい」「こんな場所
を探している」という方に
は最適です

【印 刷 室 】

団体のチラシや新聞などはここで作成できます。
印刷機・輪転機・紙折り機などの機器があります

NPO 団体間の情報交換
を目的に設置した「メー
ルボックス」があります

【相 談 室 】

NPO 法人の設立
や運営に関する質
問、相談はこちら
へどうぞ

【会 議室 】

NPO 活動のための会議
や打ち合わせ、交流会や
研修、情報交換の場とし
てご利用ください

※ サービスによっては、有料
のものもあります。くわし

くはお問い合わせください

NPO って何? NPO とは、Non( ノン) ・Prof i t (
プロフィット) ・Organi zat i on( オ

- ガニゼーション) の頭文字をとった略語で、直訳すると非・営利・
組織( 団体) となります。区では一定の組織を持ち、利益追求や利
益配分をせず、行政組織ではなく自発性と独立性を持った社会貢献
活動をNPO 活動とし、それらの活動を行う団体やそのような活動
をめざそうとしている団体をNPO 活勳団体ととらえています。

新たな生
き
が
い
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か

閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
や

痴
ほ
う
性
高
齢
者
の
家
族
を

支
援
す
る
事
業
を
始
め
ま
す

区
で
は
。
足
立
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
あ
ん
し
ん
協
力
員
に
よ
る

高
齢
者
の
見
守
り
・
声
か
け
に
加
え
、

今
年
度
か
ら
新
た
に
、
閉
じ
こ
も
り

が
ち
な
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
を

訪
ね
、
心
を
傾
け
て
話
を
聴
く
「
シ

ニ
ア

ー
ピ
ア

ー
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」
の

派
遣
の
受
付
を
1
0月
1
日
か
ら
始
め

ま
す
。

「
シ
ニ
ア
ーピ
ア
ーカ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」

の
「
ピ
ア
」と
は
仲
間
と
い
う
意
味
で
、

同
じ
世
代
の
人
が
仲
間
と
し
て
高
齢

者
の
話
を
聴
く
こ
と
で
、孤
独
感
や
不

安
を
軽
減
し
、高
齢
者
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
う
シ

ニ
ア
自
身
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

こ
の
「
シ
ニ
ア
ー
ピ
ア
・
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
」
を
養
成
す
る
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

シ
ニ
ア
・
ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

養
成
講
習
会
　
受
講
生
募
集

対
象
=
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
:
5
5

歳
以
上
の
区
民
/
足
立
あ
ん
し

ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
ん
し
ん
協
力

員
に
登
録
し
、
訪
問
活
動
が
で
き
る
/

令
‥
H回
受
講
で
き
る

費
用
=
無

料

講
習
会
日
程
等
=
表
1

※
講

習
会
は
下
半
期
に
も
行
う
予
定
で
す

1
0月
1
日
か
ら
「
や
す
ら
ぎ
支
援

員
」
派
遣
の
受
付
を
始
め
ま
す
。「
や

す
ら
ぎ
支
援
員
」
と
は
、
痴
ほ
う
性

高
齢
者
の
居
宅
を
訪
問
し
、
同
居
の

家
族
が
家
を
留
守
に
す
る
間
や
介
護

疲
れ
で
休
息
が
必
要
な
と
き
、
代
り

に
見
守
り
や
話
し
相
手
を
す
る
有
償

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
原
則
と
し

て
、
身
体
介
護
や
家
事
援
助
は
行
い

ま
せ
ん
が
、
ト
イ
レ
誘
導
な
ど
は
必

要
に
応
じ
て
行
い
ま
す
。

こ
の
事
業
の
中
心
と
な
る
「
や
す

ら
ぎ
支
援
員
」
を
養
成
す
る
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

や
す
ら
ぎ
支
援
員

養
成
講
習
会
　
受
講
生
募
集

対
象
=
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
:
3
0

歳
以
上
の
区
民
/
「
や
す
ら
ぎ

支
援
員
」
と
し
て
登
録
し
、
訪
問
活

動
が
で
き
る
/
全
6
回
受
講
で
き
る

費
用
=
無
料

講
習
会
日
程
等
=
表
I

-

い
ず
れ
も
I

受
講
案
内
・
申
込
書
は
、
在
宅
支

援
係
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、

福
祉
事
務
所
の
各
窓
口
に
あ
り
ま

す
。
問
先
=
在
宅
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
2
5
7

表1　 養成講習会

( ※ ) 傾聴とは、相手の話を耳で聞くだけではなく、心を傾けて聴くこと

高齢者を支える新たな力応援します!
あなたの
子 育 て

来て!
見て!
一緒!

ひ
る
ま
の
き
ょ
う
だ
い

学
童
保
育
室

「
た
だ
い
マ
ン
ト
ヒ
ヒ
ー
ー
」と
言

い
な
が
ら
駆
け
込
ん
で
く
る
子
ど
も

た
ち
。「
お
か
え
…
」
と
ど
う
返
答
し

よ
う
か
考
え
て
い
る
う
ち
に
、
子
ど

も
は
ロ
ッ
カ
ー
に
ラ
ン
ド
セ
ル
を
入

れ
て
外
へ
飛
び
出
し
て
い
く
。

区
内
7
6
カ
所
の
学
童
保
育
室
で

は
、
4
月
か
ら
鼻
高
々
の
2
・
3
年

生
と
、
ド
キ
ド
キ
ワ
ク
ワ
ク
の
1
年

生
の
新
し
い
集
団
で
の
生
活
が
始
ま

り
、
毎
日
様
々
な
ド
ラ
マ
が
繰
び
広

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
帰
り
道
に
不
安

に
な
っ
て
泣
い
て
い
る
1
年
生
に
。

「
心
配
す
る
な
よ
、
俺
が
助
け
て
や

る
よ
」
と
3
年
生
の
匸
冐
。
異
な
る

年
齢
集
団
の
中
で
、
笑
い
あ
り
、
涙

あ
り
、
も
ち
ろ
ん
ケ
ン
カ
も
あ
り
。

そ
れ
で
も
こ
こ
は
学
校
か
ら
家
庭
に

帰
っ
て
い
く
ま
で
の
、
子
ど
も
た
ち

が
「
ホ
ッ
ー
」
と
息
を
つ
け
る
と
こ

ろ
で
す
。

《
住
区
推
進
課
》

▲「今日は何して遊ぼうか」
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く
ら
し
の
情
報
定員に先着順
とあるものは
5 月27日
から受け付け

6・7面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880- 5111 ( 代)

凡

例

◆ 申 込 ・・・申 し 込 み 方 法

◆ 期 限 ・・・ 申 し 込 み 期 限

◆ 場・ 申・問 先 ・・・ 場 所 ・

申し 込 み先 ・ 問 い 合 わ せ 先

◆ 費 用の 記 載のな いもの は 無 料

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

普
通
徊
収
の
納
覩
逎
知
書
を
6
月
9

日
に
郵
送
し
ま
す
(
非
課
税
の
方

に
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
)
。
第
一
期

分
の
納
期
限
は
6
月
3
0日
で
す
。
な

お
、
特
別
徴
収
の
税
額
通
知
書
は
5

月
1
2囗
、
各
事
業
所
あ
て
に
郵
送
し

ま
し
た
。

▽
課
税
証
明
書
の
発
行
は
、
6
月
9

日
か
ら
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
特
別

徴
収
の
み
の
方
の
証
明
書
は
、
現
在

発
行
し
て
い
ま
す
。
※
扶
養
さ
れ

て
い
る
方
の
非
課
税
証
明
書
は
6
月
9

日
か
ら
発
行
し
ま
す

□
定
率
減
税
が
実
施
さ
れ
ま
す

個
人
の
住
民
税
の
所
得
割
額
か

ら
、
定
率
減
税
額
を
控
除
し
ま
す
。

定
率
減
税
額
は
、
所
得
割
額
の
1
5
%

で
す
(
4
万
円
が
限
度
)
。
問
先
=

課
税
第
∵

第
二
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
0
・
1

入
院
時
の
食
事
費
用
減
額
認

定
に
は
申
請
が
必
要
で
す

区
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
が
入
院

し
た
と
き
は
、
食
事
に
係
る
費
用
負

担
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
申
請
後
、
交

付
さ
れ
た
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

を
健
康
保
険
証
な
ど
と
一
緒
に
医
療

機
関
の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
※
す
で
に
認
定
証
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
の
有
効
期
限
は
5
月
3
1

日
ま
で
で
す
。
5
月
下
旬
に
申
請

書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

認
定
を
希
望
す
る
方
は
再
度
交
付
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い

対
象
=
区
民

税
非
課
税
世
帯
の
方

申
請
に
必
要

な
も
の
=
健
康
保
険
証
/
印
鑑
/
既

に
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
は
認
定
証

申
・
問
先
=

▽
国
保
加
入
の
方
・
:こ

く
ほ
年
金
課
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
1

▽
老
人
医
療
証
を
お
持
ち
の
方
・
:高

齢
医
療
係

(
3
8
8
0
)
5
8
7
4

集
団
回
収
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う

集
団
回
収
と
は
、
家
庭
か
ら
出
る

資
源
(
新
聞
・
雑
誌
・
空
缶
な
ど
)

を
町
会
、
自
治
会
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
組
合
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
で
自
主
的

に
日
時
・
場
所
を
決
め
て
回
収
し
、

回
収
業
者
へ
引
き
渡
す
、
地
域
で
の

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
で
す
。

区
に
登
録
し
た
グ
ル
ー
プ
が
集
団

回
収
を
行
う
と
、
資
源
回
収
量
に
応

じ
て
I

当
た
り
6
円
の
報
奨
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
マ
ン
シ

ョ
ン
管
理
費
、
懇
親
会
や
各
行
事
の

費
用
な
ど
に
利
用
で
き
ま
す
。

□
物
品
を
貸
し
出
し
ま
す

集
団
回
収
を
支
援
す
る
た
め
、
プ

レ
(
ブ
倉
庫
・
運
搬
台
車
の
貸
し
出

し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

□
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
を
受
け
て
空

缶
プ
レ
ス
機
を
購
入

区
で
は
今
年
度
、
財
団
法
人
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
の
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
助
成
事
業
を
受
け
て
、
空
缶
プ
レ

ス
機
を
購
入
し
ま
す
。

購
入
し
た
空
缶
プ
レ
ス
機
は
、
集

団
回
収
を
行
っ
て
い
て
希
望
す
る
団

体
に
貸
し
出
し
ま
す
。

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と

は
、
住
民
が
自
主
的
に
行
う
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進
を
図
り
、
地
域

の
連
帯
感
に
基
づ
く
自
治
意
識
を
盛

り
上
げ
る
こ
と
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。

集
団
回
収
を
新
た
に
始
め
て
み
た

い
方
、
く
わ
し
く
知
り
た
い
方
は
ぜ

ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

-

い
ず
れ
も
I

問
先
=
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
事
業
係

(
3
8
8
0
)
5
8
6

癶
/・

都
市
計
画
案
を
縦
覧
し
ま
す

こ
の
内
容
に
つ
い
て
関
係
の
あ
る

方
は
、
区
長
ま
た
は
都
知
事
に
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、都
決
定
分
に
つ
い
て
は
、都
・

都
市
計
画
課
で
も
縦
覧
し
ま
す
。

□
区
決
定
の
都
市
計
画
に
つ
い
て

▽
島
根
二
丁
目
地
区
地
区
計
画
の
決

定

▽
国
道
4
号
A
地
区
(
日
光
街

道
)
沿
道
地
区
計
画
の
変
更

▽
高

度
地
区
の
変
更

▽
防
火
お
よ
び
準

防
火
地
域
の
変
更

□
都
決
定
の
都
市
計
画
に
つ
い
て

用
途
地
域
の
変
更

-

い
ず
れ
も
I

区
域
=
島
根
二
丁
目
地
内
縦
覧
・

意
見
書
提
出
期
間
=
6
月
6
日
～
2
0

日

縦
覧
場
所
・
意
見
書
提
出
・
問

先
=
都
市
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
2
8
0

足
立
区
奨
学
生
募
集

1
6年
4
月
か
ら
の
足
立
区
奨
学
生

(採
用
候
補
者
)
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
=
応
募
で
き
る
の
は
次
の
す
べ

て
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
…
区

内
に
引
き
続
き
1
年
以
上
(
1
5
年
4

月
1
日
以
前
か
ら
)
居
住
し
て
い
る

方
/
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困

難
で
同
種
の
学
資
金
を
ほ
か
か
ら
借

り
受
け
て
い
な
い
方
/
都
内
ま
た
は

通
学
可
能
な
近
県
に
所
在
す
る
大

学
・
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
・

専
修
学
校
(
修
業
年
限
2
年
以
上
の

専
門
課
程
お
よ
び
大
学
入
学
資
格
を

得
ら
れ
る
修
業
年
限
3
年
以
上
の
高

等
課
程
)
に
入
学
を
予
定
し
て
い
る

方
(
在
学
中
も
可
)
/
学
業
成
績
が

良
好
な
方
募
集
予
定
人
員
と
貸
付

額
=
表
1
申
先
=
区
立
中
学
校
3

年
生
…
各
中
学
校
/
そ
の
他
の
方
・
:

学
務
課
助
成
係
期
間
=
6
月
9
日
～

7
月
4
日

問
先
=
学
務
課
助
成

係

　
(
3
8
8
0
)
5
9
7
7

※
育
英
資
金
に
対
し
寄
付
を
い
た
だ

い
た
方
(
敬
称
省
略
)

第
十
一
町
会
自
治
会
連
合
会
・
青
少

年
対
策
第
十
一
地
区
委
員
会
/
菊
池

運
輸
株
式
会
社
ノ
リ
サ
イ
ク
ル
み
ど

り
会
/

倫
理
研
究
所
足
立
支
所

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

表1　 募集予定人員と16 年度貸付 額

郷
土
博
物
館
非
常
勤
職

員
(
専
門
員
)
募
集

対
象
=
昭
和
3
7年
4
月
1
日
か
ら
5
2

年
3
月
3
1日
生
ま
れ
で
、
民
俗
学
を

専
攻
し
大
学
院
修
士
課
程
修
了
お
よ

び
同
等
の
経
験
と
実
績
を
有
す
る
方

内
容
=
民
具
の
整
理
調
査
・
区
内
文

化
財
調
査
・
展
示
事
業
運
営
な
ど

定
員
=
I
人
報
酬
=
表
2
(
社
会

保
険
あ
り
、
交
通
費
支
給
)
勤
務
=

8
月
1
5
日
～
1
6
年
3
月
3
1
日
(
更
新

可
)
、
週
4
日
、
週
3
0時
間
(
土
・

日
勤
務
あ
り
)

選
考
=
論
文
・

書
類
審
査
(
一

次
審
査
)
/
面

接
(
二
次
審

査
)

申
込
=

履
歴
書
、経
験

業
績
票
(
指
定

書
式
)
を
持
参

ま
た
は
郵
送

※
募
集
要
領

を
郷
土
博
物
館
お
よ
び
職
員
課
窓
口

で
配
布

期
限
=
6
月
2
0日
(
必
着
)

※
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

申
・
問
先
=
郷
土
博
物
館
〒
1
2
0
・

0
0
0
1
大
谷
田
5
-
2
0
-
1

(
3
6
2
0
)
9
3
9
1
y

表2　 郷土博物館非常勤職員報酬

図
書
館
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

特
別
整
理
期
間
や
館
内
消
毒
な
ど

の
た
め
一
部
の
図
書
館
が
臨
時
休
館

と
な
り
ま
す
。不
便
を
か
け
ま
す
が
、

開
館
中
の
図
書
館
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。
休
館
日
=
表
3

問
先
=

中
央
図
書
館(

5
8
1
3
)
3
7
4
0

表3　6 月の図書館休館日一覧

東
京
都
暴
走
族
追
放
強
化
期
間

6
月
1
日
～
3
0
日

最
近
の
暴
走
族
は
、
暴
走
行
為
に

と
ど
ま
ら
ず
、
ひ
っ
た
く
り
や
路
卜

強
盗
な
ど
の
街
頭
犯
罪
を
引
き
起
こ

し
た
り
、一
層
悪
質
化
し
て
い
ま
す
。

暴
走
族
に
よ
る
不
法
行
為
の
未
然
防

止
・
二
輪
車
な
ど
の
交
通
事
故
防
ふ

と
併
せ
て
、
青
少
年
の
健
全
育
成
夲

図
る
た
め
、
都
内
の
関
係
機
関
・
団

体
が
協
力
し
て
そ
の
追
放
に
努
め
ま

す
。
家
庭
で
も
「
暴
走
族
の
追
放
は
、

ま
ず
家
庭
か
ら
・
そ
し
て
地
域
か
ら
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
次
の
こ
と
を
推
進

し
ま
し
ょ
う
。

①
暴
走
族
の
「
社
会
に
お
け
る
危
険

性
、
迷
惑
性
」
に
つ
い
て
、
子
ど
も

に
教
え
る
と
共
に
、「
暴
走
行
為
を
し

な
い
、さ
せ
な
い
、見
に
行
か
な
い
」

よ
う
指
導
し
ま
し
ょ
う
。

②
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
や
無
謀
運

転
を
し
な
い
よ
う
、
家
庭
で
交
通
安

全
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

③
親
と
し
て
、
子
ど
も
の
様
子
に
注

意
し
、
非
行
の
「
兆
し
」
を
見
落
と

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
命
の
大
切
さ
や
、
交
通
事
故
を
起

こ
し
た
場
合
の
責
任
(
刑
罰
・
損
害

賠
償
・
運
転
免
許
の
取
消
し
等
)
に

つ
い
て
子
ど
も
に
教
え
ま
し
ょ
う
。

問
先
=
交
通
安
全
係

(
3
8
8
0
)
5
9
1

癶一

千
住
警
察
署

(
3
8
7
9
)
0
1
1
0

西
新
井
警
察
署(

3
8
5
2
)
0
1
1
0

綾
瀬
警
察
署

(
3
6
2
0
)
0
1
1
0

竹
の
塚
警
察
署(

3
8
5
0
)
0
1
1
0

シ ア ター1010
シ ン ボ ル マ ー ク 決 定

THEATRE
1010

シンボルキャラクターはカチナ　
(道化役の精霊…演劇の神様)と言
い、2～3千年前のアメリカ先住民
が岩肌にしるした絵模様 を素材にデ
ザインしたものです。グラフィック
デザイン界の第一人者である粟津潔
氏が制作しました。
16年の開設に向け、このマークと

と もに シアタ ー1010 をアピ ール し

ていき ます。 問先= 文化 セン ター

開設 　5813- 3738

ひ
ろ
ば

催
し
物

★
ピ
ア
ノ
と
ソ
プ
ラ
ノ
の
演
奏
会

6
月
2
8
日
出

、午
後
6

時
(
開
場
午
後
5

時
3
0
分

、当
日
先
着
5
0
人
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
あ
り
)
/
エ
ル
・
ソ
フ
ィ
ア
ノ
ピ
ア
ノ
=

渡
辺
綾
子

、ソ
プ
ラ
ノ
=
萩
原
み
か
/

大
人
千
5
0
0円

、高
校
生
以
下
8
0
0円
/

申
・
問
期
間
=
6

月
2
5
日
ま
で
(
当

日
券
無
)
/
渡
辺

(
3
8
8
9
)
5
6
1

″
D

※
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
名
曲
を
話
を
交

え
な
が
ら
演
奏

。
純
益
は

「
梅
田
動

物
愛
護
支
援
の
会

」
に
寄
付

★
ゆ
か
た
着
付
け
講
習
会

①
6

月

2
5日
水
・
3
0日
㈲
、
②
7
月
2
1日
蜥
・
2
3

日
水
/
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
ノ
無
料
/

直
接
電
話
に
て
/
左
川

(
3
8
8
0
)
2
0
8
1

★
第
2
2回
憲
法
の
つ
ど
い
5

月
2
7

日
㈹
/

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
/

映
画

「
住
井
す
ゑ
百
歳
の
人
間
宣
言
」
/

大
人
千
円
、
高
・
大
学
生
5
0
0円/
北

千
住
法
律
事
務
所
・
草
間

(
3
8
7
0
)
0
1
7
1
　
　
　
　
　

=
会
員
募
集
=

★
「
絵
夢
」
(フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
)

金
曜
・
土
曜
、
午
前
1
0時
・

午
後
2
時
/
月
額
2
千
8
0
0円(
花
代

込
)
/

初
心
者
歓
迎
/
牧

(
3
8
5
3
)
8
2
8
Q
v

★
俳
句
初
歩
の
会
毎
月
第
4
日

曜
、
午
後
1
時
～
4
時
/
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
月
額
千
2
0
0円/
小

林

　
(
3
8
7
0
)
3
4
1
0

お休 みし ます

庁舎ホール・駐車場・
展望レストラン
6月14日は、衛生害虫駆

除のため、区役所全館を閉館します。当日
は、庁舎ホール・区民ロビー・駐車場・展
望レストランは利用できません。 ※ 展望
レストランは、毎月第2 土・日曜日が定休
日なので、15日も休みます　問先= 庁舎管
理課管理係 　3880―5824
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6
月
1
日
は

人
権
擁
護
委
員
の
日

人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た

の
は
昭
和
2
4年
6
月
1
日
。そ
こ
で
、

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
6

月
1
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

と
定
め
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
て
、

皆
さ
ん
と
共
に
一
層
の
人
権
思
想
の

啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。区
内
に
は
、
1
9

一
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す

(表
4
)
。人
権
問
題
で
お
困
り
の
方

は
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
広
聴
相
談
係

表4　人権擁護委員名簿

☆印は「子どもの人権専門委員」です

催
し
物
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは
5 月27 日

から受け付け

第
7
回
4
児
童
館

合
同
お
楽
し
み
会

日
時
=
6
月
7
日
出
、午
後
2
時
(
開

場
午
後
1

時
3
0分
)

場
所
=
中
川

小
学
校

内
容
=

「
渋
谷
慶
太
&
マ

ジ
ッ
ク
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
」
申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

※
幼
児
は
保
護

者
同
伴

問
先
=
大
谷
田
住
区
セ
ン

タ
1

　
(
3
6
2
9
)
5
4
6
0

し
ょ
う
ぶ
ま
つ
り

今
年
も
、し
ょ
う
ぶ
沼
公
園
で
は
、

江
戸
系
を
中
心
に
約
5
千
2
0
0株
の
(

ナ
シ
ョ
ウ
ブ
が
咲
き
誇
り
ま
す
。
ぜ

ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
日
時
=
6

月
7
日
出
・
8
日
㈲

場
所
=
し

ょ
う
ぶ
沼
公
園
(
地
下
鉄
千
代
田
線

北
綾
瀬
駅
前
)

内
容
=
(

ナ
シ
ョ

ウ
ブ
説
明
会
/
株
分
け
教
室
/
花
と

緑
の
即
売
会
な
ど

※
5
月
3
1日
か

ら
6
月
2
9日
ま
で
、
(
ナ
シ
ョ
ウ
ブ

を
間
近
で
観
賞
で
き
る
よ
ケ
木
道
を

開
設
し
ま
す

問
先
=
水
と
緑
の
課

事
業
推
進

(
3
8
3
8
)
8
1
2

きり

郷
土
博
物
館
の
映
画
会

第
2

土
曜
日
は
無
料
公
開
日
で

す

。

日
時
=
6

月
1
4
日
出

、午
前
H

時

内
容
=

▽
「
東
京
港
」
(
3
8分
)
・
:

日
本
の
海
の
玄
関

、
世
界
に
つ
な
が

る
東
京
港
の
役
割

▽
「
東
京
証
券

取
引
所

」
(
3
0分
)
・
:
日
本
の
経
済
が

見
え
る
証
券
取
引
所
の
役
割
を
紹
介

す
る

申
込
=

直
接
会
場
へ

場
・

問
先
=

郷
土
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
1
y

消
費
者
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
お
知
ら
せ

□
生
活
の
科
学
教
室
「
乳
製
品
を
学

ぶ
」

日
時
=
6
月
1
8
日
水
、
1
9
日
水
、
午

後
2
時
～
4
時
内
容
=
ヨ
ー
グ
ル

ト
を
手
作
り
し
な
が
ら
、
発
酵
の
仕

組
み
や
乳
製
品
の
表
示
を
学
ぶ

定

員
=
両
日
と
も
3
0人
(
先
着
順
)

※

調
理
の
で
き
る
服
装
で
、エ
プ
ロ
ン
・

三
角
き
ん
・
お
手
ふ
き
を
持
参

□
第
1
回
消
費
者
講
座
「
今
、
何
を

食
べ
る
か
食
べ
な
い
か
」～
日
本
人

に
あ
っ
た
食
と
は
?
・
～

日
時
=
6
月
2
4
水
、
午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
3
0分

内
容
=
食
べ
る
こ
と

の
意
味
/
手
間
も
お
金
も
か
け
ず
に

身
体
に
良
い
食
生
活
へ
の
改
善
方
法
/

ス
ロ
ー
フ
ー
ド
に
つ
い
て
学
ぶ

講
師
=
幕
内
秀
夫
氏
(

ブ
ー
ス
&

ヘ

ル
ス
研
究
所
主
宰
)

定
員
=
7
0
人

(先
着
順
)

※
保
育
あ
り
(
6
ヵ
月

以
上
の
就
学
前
・
定
員
1
5人
・
保
育

申
込
6
月
1
3日
ま
で
先
着
順
)

□
消
費
者
通
信
大
学
「
暮
ら
し
っ
く

ス
ク
ー
ル
」

消
費
生
活
の
問
題
を
自
ら
学
ぶ
通

信
制
の
講
座
で
す
。
各
科
目
ご
と
に

テ
キ
ス
ト
を
順
次
送
付
し
(
ス
ク
ー

リ
ン
グ
も
あ
り
)
、提
出
レ
ポ
ー
ト
に

は
講
師
が
講
評
を
し
ま
す
。
日
程

等
=
表
5

定
員
=
7
0
人
(
先
着
順
)

-

い
ず
れ
も
I

場
所
=
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア

対
象
=

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

申

込
=
電
話

申
・
問
先
=
消
費
者
セ

ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
″
D

農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

養
成
講
座

繁
忙
期
の
農
作
業
や
農
業
関
連
事

業
へ
の
人
的
支
援
を
目
的
に
、
農
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開
講
し

ま
す
。
対
象
=
区
内
在
住
の
2
0
歳

以
上
で
、
農
業
に
理
解
や
興
味
が
あ

り
農
作
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
意
欲
の
あ

る
方
内
容
=
6
月
～
1
2
月
の
間
に

全
1
0回
予
定
。
開
講
式
を
6
月
2
0日

に
行
い
、
全
日
程
を
提
示
(
原
則
平

日
開
催
)
。実
習
は
区
内
農
家
の
畑
を

予
定

定
員
=
経
験
者
、
未
経
験
者

各
7
～
8
人
(
抽
選
)

費
用
=

▽
教

表5 消費者通信大学「暮らしっくスクール」

※ スクーリングは、いずれも午後6時30分～8時30分、エル・ソフィアで　
行ないます

材
・
資
材
・
:無
料

▽
衣
料
・
交
通

費
…
実
費
負
担
(
現
地
集
合
、
現
地

解
散
)

申
込
=
(

ガ
キ
に
住
所
、氏

名
、
年
齢
、
職
業
、
農
作
業
経
験
の

有
無
、
連
絡
先
(
自
宅
お
よ
び
平
日

に
連
絡
可
能
な
電
話
番
号
)
を
明
記

期
限
=
6
月
5
日
必
着

※
応
募
結

果
は
全
員
に
通
知
し
ま
す

申
・
問

先
=
農
産
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
-
I

(
3
8
8
0
)
5
8
6
癶
`
V

の
び
の
び
王
国
の
キ
ラ
リ
ン
☆
ス

ペ
シ
ャ
ル
「
障
害
の
あ
る
子
も
な

い
子
も
一
緒
に
あ
そ
ぼ
う
!
」

イ
ベ
ン
ト
を
と
お
し
て
、
大
と
人

の
つ
な
が
り
を
つ
く
り
、
障
害
の
あ

る
子
も
な
い
子
も
安
心
し
て
生
活
で

き
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。
参
加
者
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
ふ
る
っ
て
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。申
込
方
法
な
ど
く
わ
し
く
は
、

各
回
ご
と
に
あ
だ
ち
広
報
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
年
間
予
定
=
表
6

問
先
=
学
習
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
7
　
　
　

隰
(
3
8
8
0
)
5
6
0
癶
`
V

表6　「障害のある子もない子も一緒に遊ぼう」年間予定表

( 主催　区・教育委員会、心身に障害のあ る児童・生徒 の地域活 動促進事業運営 委員会)
※ 日程 ・内容 ・会場 など は 、変 更 すること があり ま す

会議日程は、区議会ホームページ
から取り出せます

区議会の会議日程は、随時ホー
ムページに掲載しています。本会
議は公開します。傍聴は、定員を超
えた場合は抽選( 開会予定の1 時
間前 から整理券を発行し、30分前
に抽選) となります。
ht t p: / /www・gi kai - adachi . j p/
問先= 区議会事務局 　3880- 5995

ボランティア募集
第32 回 タ ー 卜 ル マ ラ ソ ン 全 国 大 会 兼

第6 回 バ リ ア フ リ ータ ート ル マ ラ ソ ン 大 会

日時=9月14日㈲、午前8時～午後2時
場所= 荒川河川敷( 虹の広場) 内容=
給水所係員・走路員など大会運営スタッフ
申込= 電話 期限=7 月18日 申・問先=
体育振興課 　3859- 3422
総合スポーツセンター 　3859- 8211

掲

示

板

□
足
立
消
防
署
新
庁
舎
落
成

▽
施
設
公
開
日
時
=
5
月
3
0
日
～

6
月
7
日
、
午
後
2
時
～
3
時

▽
足
立
消
防
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
日

時
=
6
月
8
日
面
、
午
前
1
0
時
～
午

後
2

時

内
容
=

消
防
車
両
乗
車
体

験
/

放
水
体
験
ノ
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
実

演
ノ
ミ
ニ
消
防
服
で
写
真
撮
影
ほ
か

I

い
ず
れ
も
I

場
・
問
先
=

足
立
消
防
署
(

梅
島
2
-
1
-
I
)

(
3
8
5
2
)
0
1
1
Q

り

□
足
立
区
視
力
障
害
者
福
祉
協
会
会

員
募
集

視
力
に
障
害
が
あ
っ
て
も
明
る
く

楽
し
く
共
に
自
立
し
た
活
動
を
支
え

合
う
会
で
す

。
活
動
内
容
=

テ
ー

プ
に
よ
る
会
報
発
行
(

月
I

回
)
/

お
楽
し
み
会
・
親
睦
旅
行
/

歩
行
訓

練
・
障
害
者
運
動
会
へ
の
参
加
な
ど

※
本
会
は
、
足
立
区
障
害
者
団
体
連

合
会

、
惠
只
都
盲
人
福
祉
協
会
に
加

盟
し
て
い
ま
す

申
・
問
先
=

大
熊

(
3
8
8
1
)
0
2
5
1

柏
合
E

　
(
3
8
8
8
)
1
9
7
2

□
第
一
種
電
気
工
事
士
(

学
科
)

の

受
験
講
座

日
時
=
8
月
9
9
一
日
か
ら
全
1
6
日
間
の

月
曜
、水
曜
、金
曜
、午
後
6
時
3
0

分
～
8
時
5
5
分
対
象
=
働
い
て
い

る
都
内
在
住
在
勤
者
で
、今
年
第
一

種
電
気
工
事
士
(
学
科
)
の
試
験
を

受
け
る
方
定
員
=
4
5
人
(
抽
選
)

費
用
=
5
千
8
0
0
円
(
教
科
書
代
含
む
)

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
期
限
=
6
月

1
日
～
1
0
日
(
学
校
必
着
)
申
・
問

先
=

都
立
足
立
技
術
専
門
校

〒
1
2
0

・
0
0
0
a

綾
瀬
r
a
-
(
h
u
-
I
　
　
　

　
(
3
6
0
5
)
6
1
4
Q

〉

□

労
働

法
セ
ミ

ナ

ー

日
時
=
5

月
2
9
日

・
6

月
2

日

・
4

日

・
9

日

∴
H

日

、
午

後
6

時
3
0
分

～
8

時
3
0
分

場

所
=

都

・
北
部
労

政
会

館
(

北
区

岸
町
I
-
6
-
1
7
)

対
象
=

働

い
て

い
る
都

民

定

員
=
1
2
0

人

費

用
=

無

料

申

・
問

先
=

都

・
王
子

労

政
事

務
所

(
3
9
0
0
)
0
1
1
7
　
　
　

隰
(
3
9
0
6
)
2
0
3

癶
0

□

た
く

さ
ん

の
愛

あ
り

が
と
う

都

民

の
皆

さ
ん

か
ら

、
社
会

福
祉

の
た
め

に
述

べ
3

千

件

、
総
額
2

億
3

千
5
0
0万

余
円

の

寄
付

が
寄
せ

ら

れ

ま
し

た

。
惠

只
善

意
銀
行

で

は

、
福

祉
施

設

か
ら

の
希

望
に
沿

っ
て

、
こ

れ
ら

の
暖

か

い
気
持

ち

を
配
り

ま
し

た

。

問

先
=

巫

只
善

意
銀

行

(
3
2
3
5
)
1
1
6
1
　
　
　

隰
(
3
2
3
5
)
5
5
1
`
j

□

東
京

シ
テ

ィ
競

馬
事

業

①

「
レ

デ
ィ

ー
ス
体

験

乗
馬
教

室

」

②

「
夏
休

み

親
子

体

験

乗
馬
教

室

」

を

開

催

し

ま

す

。

期
限
=

①
6

月

‥
1
1
1
1

一
日

②
6

月
2
7
日

申

・
問
先
=

東

京

シ
テ

ィ
競
馬

広
報

係

(
3
7
6
3
)
2
1
7
0

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
o
k
y
o
c
i
t
y
k
e

i
b
a
.
c
0
ヨ
ヘ

□

都

立

養

護

学

校
等

学

校
公

開

学校公開一覧表

児
童
手
当
を
申
請
す
る

転
入
者
の
方
へ

あ
だ
ち
広
報
5
月
1
0日
号
掲
載
の

記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
1
5年
1

月
2
日
以
降
、
転
入
し
た
方
が
児

童
手
当
の
認
定
請
求
に
必
要
な
も
の

(⑤
)
に
つ
い
て
、
正
し
く
は
「
1
5

年
1
月
1
日
現
在
の
住
所
地
で
発
行

さ
れ
た
1
5年
度
所
得
証
明
書
(
児
童

手
当
用
)
」で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。
問
先
=
児
童
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
4
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健 康
あだち21　歯の健康目標

よい歯の子どもを育てよう!
ピンクの歯肉でいよう!

なんでもかめる歯でいよう!

よい歯の子どもを育てよう!
健康あだち21の歯の健康目標のひとつに『よい歯の
子どもを育てよう』があります。生えはじめの歯は弱
く、歯みがきもしづらいのでむし歯になりやすいので
す。また子どものころは、かむ習慣や味覚がつくられ
る大切な時期でもあります。
しっかりかんで、おいし< 食べる、元気な“ あだち
つ子の歯" をみんなで守りましょう。

歯 の 衛 生 週 間

( 6月4日～6月10日)

歯の健康ひろば

提案! よい歯の生活スタイル3ヵ条

口
内
環
境
を
守
る

生
活
を
始
め
ま
し
よ
う

その1 甘い物をダラダラ与えない
【グラフ1 】1 日の生活時間の中で歯垢のpH 値の変化
(歯垢のpH値が臨界pH値( pH5, 5) より低下すると、歯が一時的に溶けます;

( A) 通常、囗の中のpH はほぼ
中性( pH7) で す。 糖分
が囗に入ると、酸性に傾き
ますが、だ液によって約1
時 間後再び中性に戻ります
( 中和) 。… ④

( B) タラタラ食べたり飲んだ
りしていると、中和が間に
合わず酸性の状態に傾き、
むし歯になりやすくなりま
す。… ⑧

【pH 】・‥ 酸性かアルカリ性かを示す数値( 酸性<pH7 《中性》くアルカリ性)

その2 水やお茶を飲もう
【グラフ2 】水の代わりに甘い飲み物を与えるのをやめている親の割合
甘 い 飲 み 物 を 与 え て い る

水やお茶を与えている( 13 年度1 歳6 ヵ月児健診より)

冷蔵庫の中、子どもの手が届
くところにはどんな飲み物があ
りますか。
たくさん遊んでのどが渇いた

子どもには、甘い飲み物よりも
水やお茶を与えましょう。

その3 週に1 度は子どもの歯を観察しよう
【グラフ3 】週に1 度 は子どもの歯を観察している親の割合

親による仕上げみが
きや、囗の中の観察は
何歳ころまですればよ
いのでしょうか…小さ
いころはもちろんです
が、永久歯に生え変わ
る6～12歳ごろは、み
がき残しが多く、囗の
中を観察してあげたい
時期なのです。

3歳児のいる親に聞いたところ、約3 割が子どもの
歯のかかりつけ医を持っているそうです。
各保健総合センターでは、『子どもの歯科相談』を行
い、健診だけではなく歯のみがき方やおやつの面など
から、すこやか歯育てを応援しています。6月分の日程
については、3面健康カレンダーをご覧ください。

歯の衛生週間についてくわしくは
各保健総合センター歯科担当へ

中央本町 　3880- 5351　 竹 の 塚 　3855- 4151
江 北 　3896- 4004　 千 住 　3888- 4277
東 和 　3606- 4171

スケッチあ だち
まちの情報・話題をお待ちしています。　問先= 広報係 　3880- 5815

フ ァ ク ス ・音 声 情 報 サ ー ビ ス

区政情報をお好きなときに手に入れ、聞くことができます
専用電話　3889- 3399

ファクスの場合 救急指定医療機関名簿は…コード1101　
「はるかぜ」時刻表は…綾瀬～西新井: コード1537

…綾瀬～六木: コード1538

い
い 湯 だ

な
!

みんなで
しょうぶ湯

「
家
の
風
呂
も
い
い
け
れ
ど
、や
っ
ぱ
り
広

い
お
風
呂
は
気
持
ち
が
い
い
ね
。」
そ
ん
な

人
た
ち
が
今
日
も
銭
湯
へ
と
や
っ
て
き
ま

す
。5

月
5
日
、区
内
の
銭
湯
で
「
し
ょ
う
ぶ

湯
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
こ
ど
も

の
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、お
父
さ
ん
と
一

緒
に
初
め
て
銭
湯
を
体
験
す
る
小
さ
な
子

ど
も
た
ち
や
、
友
達
連
れ
の
中
学
生
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

家
で
は
な
か
な
か
味
わ
え
な
い
広
々
と

し
た
風
呂
に
つ
か
り
、み
ん
な
と
て
も
気
持

ち
よ
さ
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し

た
。

世
代
を
超
え
て
裸
の
付
き
合

い
。
心
も
体
も
ポ
ッ
カ
ポ
カ

ま
だ
ま
だ
使
え
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
!
　
リ
サ
イ
ク
ル

毎
週
日
曜
日
、
部
品
の
修
理
や
リ
フ
ォ
ー

ム
の
相
談
な
ど
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
エ
房
に
は

多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。「
気
に
入
っ
て
い
た

の
に
、
壊
れ
て
し
ま
っ
た
」「
リ
フ
ォ
ー
ム
し

た
い
け
ど
、
我
が
家
で
は
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
」
な
ど
相
談
は
様
々
で
す
。

こ
こ
で
は
、
解
説
を
聞
き
な
が
ら
実
際
に

施
設
の
人
と
共
に
作
業
を
行
う
こ
と
で
、
修

理
の
仕
方
を
覚
え
ら
れ
ま
す
。
ア
ド
バ
イ
ス

や
手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら
、
自
ら
リ
フ
ォ

ー
ム
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人
も
い
ま
す
。
ご

み
に
出
そ
う
と
考
え
て
い
た
も
の
も
、自
分
の

手
で
す
て
き
な
I
品
に
よ
み
が
え
り
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
工
房
(
東
伊
興
1
-
8
-

1
2
　足
立
西
清
掃
事
務
所
分
室
1
階
)

開
館
=
毎
週
日
曜
、午
前
1
0時
～
午
後
3
時

対
象
品
目
=
自
転
車
、
傘
、
小
物
家
具
等

申
込
=
電
話
(
要
予
約
)
申
・
問
先
=
あ

だ
ち
再
生
館

　
(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

か
ん
な
を
か
け
て
足

を
つ
け
れ
ば
、
新
品

同
様
の
テ
ー
ブ
ル
に

壊
れ
た
傘
も
、
元

ど
お
り
に

たけのこ家族も
お目 見え

田
中
正
次
さ
ん
宅
(
伊
興
本
町
二
丁
目
)
の

竹
林
で
は
、毎
年
、た
け
の
こ
が
す
く
す
く
成

長
し
ま
す
。
4
月
中
旬
、地
面
か
ら
か
ら
顔
を

出
し
始
め
、今
年
は
同
じ
場
所
か
ら
4
本
そ
ろ

っ
て
顔
を
の
ぞ
か
せ
た
も
の
も
・
…
「
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
、
そ
し
て
2
人
の
子
ど
も
み
た

い
だ
ね
」
と
我
が
子
の
成
長
の
よ
う
に
、田
中

さ
ん
は
ほ
え
み
な
が
ら
話
し
て
い
ま
し
た
。

七
夕
の
飾
り
つ
け
用
に
地
域
の
子
ど
も
た

ち
に
配
ら
れ
る
田
中
さ
ん
の
若
竹
。こ
れ
か
ら

も
太
陽
の
光
を
た
く
さ
ん
浴
び
て
、ぐ
ん
ぐ
ん

大
き
く
な
あ
れ
。

▲ 竹林の中は別世界へ
の入口? ▲ 日ごとにすくすく育

って…

古紙配合率100%再生紙を使用しています N. M　286, 300


